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熊
本
地
震

「
想
定
外
」の
災
害
に
備
え
る

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
は
、
熊
本
地
震
に
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

物
資
の
配
送
、
災
害
弱
者
対
策
、
災
害
ご
み
対
策
な
ど
の
具
体
例
を
も
と
に
検
証
し
ま
す
。

災
害
時
の
行
政
機
能
確
保
が
不
可
欠
と
さ
れ
る

な
か
、
な
ぜ
庁
舎
の
耐
震
化
は
先
送
り
さ
れ
て

き
た
の
か
。
取
材
か
ら
見
え
た
公
共
施
設
の
課

題
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。　
　
（
本
誌
二
四
頁
）

宇
土
市
ほ
か

被
災
す
る
庁
舎
、行
政
の
混
乱

避
難
生
活
に
配
慮
の
必
要
な
災
害
弱
者

は
、
熊
本
地
震
に
お
い
て
も
肩
身
の
狭

い
思
い
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
災
害
時

要
援
護
者
対
策
の
ど
こ
に
課
題
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。　
　
（
本
誌
三
七
頁
）

福
祉
避
難
所
と
災
害
弱
者

被
災
自
治
体
に
負
担
を
か
け
ず
、
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
支
援
を
い
ち
早
く
届
け
る
モ
デ

ル
を
構
築
し
た
福
岡
市
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
た
物
資
配
送
の
仕
組
み
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
誌
三
一
頁
）

福
岡
市

「
自
己
完
結
型
支
援
」の
実
践

現
業
の
委
託
化
が
、
自
治
体
の
被

災
対
応
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。
災
害
ご
み
回
収
、
避

難
所
で
の
炊
き
出
し
な
ど
、
直
営

現
場
の
災
害
対
応
を
レ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。　
　
　
　
（
本
誌
四
四
頁
）

熊
本
市
・
大
津
町
ほ
か

現
業
職
場
は

ど
う
動
い
た
か
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富山県滑川市〈天日方式製塩　滑川銀の塩〉

脱原発の知事誕生は追い風となるか
川内原発の稼働を停止させるために

熊本地震「想定外」の災害に備える

第 36 回地方自治研究全国集会 宮城自治研

熊本地震「想定外」の災害に備える

減災から防災社会へ

熊本地震から見えた現業委託化の課題
―清掃・給食の現場から

災害時要援護者対策はなぜ進まないのか
―熊本地震から視えてきた避難所の課題と今後のあり方

機動力のある被災地支援活動の構築に向けて
―福岡市「自己完結型支援物資配送」の取り組み

老朽化する公共施設と震災
―熊本地震が与えたインパクト

革新自治体二題

自治研センターの機関誌案内

次号予告・編集部から
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お声かかれば“どさ（どこへ）”でも―自治労山形県本部

記念講演◉宮城の未来、復興へのまちづくり
宮城自治研 全体会から
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〈ｔｏｎｔｏｎ汁〉前橋市役所現業労働組合 羽鳥　稔給食のじかん
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